
お客様

①本日よりオンライン例会の練習を兼ねた試運転をさせて
頂きます。

②新しい電子ピアノが納品になりました。
③新入会員の推薦のあった方について手続きを進めます。
④他クラブの例会変更。（高崎東ＲＣ・伊勢崎南ＲＣ・安中

ＲＣ・碓氷安中ＲＣ）
⑤例会終了後、理事会を開催します。
⑥次週例会は、祝日のため休会です。

　昨日、山田会長・髙橋幹事と沼田社会福祉協議会へタオ
ル346枚を届けて参りました。ご協力下さった会員の皆
様ありがとうございました。

幹事報告 髙橋昭紀 幹事

　林柳波調査研究会　金井竹徳 様
　米山記念奨学生　ルー・エンシャン君
 　（マレーシア出身　高崎経済大学４年生）

　先日、初めてのボーリングを楽しんだそうです。日本に
数年滞在しているのに、まだ初めての事ってあるんですね。

会長の時間 山田　晃 会長

タクト 関 美津男 会員 ピアノ

　年末年始の恒例の行事がだいぶ様変わりしています。今
年は特に、年末のカレンダーの配布や年始のご挨拶タオル、
また初買いの風景も変わってきています。
　先日、高崎の病院施設をお見舞いに訪れたところ、患者
との面会はタブレットを持たされ画面上での面会しかでき
ませんでした。また、介護施設では家族を含め来訪者にタ
オルの不足を訴え、「１本でも２本でも持ってきていただ
きたい」との掲示もありました。
　当クラブの社会奉仕事業の一つである沼田社会福祉協議
会へのタオルの寄贈を昨日行いました。この難しい世の中
で奉仕プロジェクト委員会や会員の皆様の意識の高さで、
短期間に 346本のタオルが集まり寄贈することができま
した。ともすればあまり目立たない奉仕事業ですが、大変
意義あるプロジェクトが行われたと思っています。沼田社
協の話では例年以上にタオルが不足しているそうで、とて
も感謝されました。来年以降も会員が協力してこの事業が
続けられることを願っています。
　また本日は、35周年記念事業に関連して金井竹徳様に
林柳波について卓話をしていただくことになっています。
　実行委員会からは記念行事について今後の方針が発表さ
れる予定です。この苦しい状況の中での実行委員会の決断
であることをご理解いただければと思います。これがクラ
ブの活性化と発展に繋がると信じています。

本日のランチ

奉仕プロジェクト委員会 見城登志雄委員長
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本日の卓話

山田 晃
　本日の卓話は35周年事業に関連して、林柳波について
金井竹徳様に卓話をして頂きます。林柳波について勉強し
ましょう。
髙橋 昭紀
　金井竹徳様には大変お忙しい中卓話に出向いて頂きあり
がとうございます。
　米山奨学生のルー・エンシャン君を歓迎して。
國府田 坦
　金井竹徳さんのご来席を歓迎いたします。林柳波氏にま
つわる卓話を楽しみにしています。
北野 浩司郎
　久しぶりに食事がピッタンコになりましたので、ボック
スインします。
小林 照夫
①本日の卓話にお忙しい中、林柳波調査研究会の金井竹徳

先生を迎え、卓話を楽しみにしています。宜しくお願い
致します。

②沼田ユネスコ協会の書き損じはがきキャンペーンに皆様
のご協力、感謝致します。日本ユネスコ連盟に送らせて
頂きます。ありがとうございました。

本山 佳宏
　金井竹徳先生の御来訪を歓迎致します。本日の卓話楽し
みにしています。
武井 正男
　妻の誕生日に素敵なお花をいただきありがとうございま
した。

林柳波調査研究会　金井竹徳 様

小林照夫 実行委員長

木村　博 実行幹事

　昨年から続くコロナ禍の中で創立35周年記念行事を開
催するにあたり、規模を縮小しての開催を目指して検討し
てまいりました。
　しかし現在の状況をみますとコロナ感染の第三波で、そ
のような中、来賓者を招待し記念行事を行うというのは時
宜を得ない行動ではないかと思われ、また今年度中に周年
を迎える2840地区の他クラブでもほとんどが中止を表明
しています。
　記念事業としての林柳波の石碑建立は実施する予定で
す。記念誌についても35年間の活動報告と現会員の相互
理解の為に作成したく、会員の皆様には引き続き原稿の執
筆をお願い致します。
　記念例会については延期して、できる時期を見極めて再
度検討致します。

　参考資料として『林柳波調査研究会20周年記念誌』を
配布して下さいました。


